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トのプロセスに何らかの破れ目が存在し．こ   




マネジメント（risk management）の根底に  
ある意思決定問題について，再検討すること  
が重要になってきている。   
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決定をうまく機能せるためには，プレーン  
（brain）と実行部隊を備えておくことが重  



















定の重要性は，一般に認識されてい るとい  




















ほとんどない。意思決定において最初の仕事   
は．本当の問題を見つけ，それを明らかにす  
ることである。この段階に，いくら時間をか  






意思決定を行う」必要があるという（注8）。   
これまでの直感による「戦術的な意思決  
定」も必要ではあるが，高度の技術と想像力  
を必要とする今臥 それらの調整は，「戟略  
的意思決定」の枠内で行われるため，直感を  
維持することはできなくなると指摘し，「戦  







きかを考察しておこう。   


















称して無償とし，修理・整備を基本的に「無   























































































タの経営戦略が利益至上主義のみに焦点が当   









































たかどうか，が問題であると思われる。   
最終的にトヨタは莫大なコスト負担を支  





































経営（agile management）が求められる今  
臥 対応の遅れは，致命的なリスク対応の欠  
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に行われていない。   
2．意思決定の仕方と組織的な対応認識の  

































いたのではなかろうか。   
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今臥 自社にとって有利で，かつ，不利にな  
らないための戦略的思考が欠けていたのでは  































ジャー がうまく機能しなかっただけではな  
く，グローバル企業としてのグローバル意思  
決定の不十分さ，組織的怠慢が起こっている  









われる。   
なぜならば，1997年に改正されたとする「ト  
ヨタ基本理念」の7点中，3点について注目  
したい。なかでも，   
1．「内外の法及び精神を遵守し，オープン  
でフェアな企業活動を通じて，国際社  
会から信頼される企業市民を目指す。」   
2．「各国，各地域の文化・慣習を尊重し，  
地域に根ざした企業活動を通じて，経  













ぎなかったのであったのだろうか。   
3．危機管理を通じて見る日本企業の   
意思決定の限界  














進出した他の日系メーカーよりも海外進出が   










































り．両者は異なる枚念でありながら，一連に   







































迅速に行うかが重要であろう。   
また，当該製品がリコールに該当する事案  
か否か，技術部門の稔力を挙げて検証しなけ  
ればならない。今回のように検討の結果，電   
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ように，問題解決に至るための意思決定の仕  
組みの穴を発見して埋める努力をどのように  
打ち出すことが出来ているのだろうか。   


































ラフツドが ，「トヨタは，対象車をリコール  
しているが，ここまでくるのにかなりの時間  
がかかっている」と厳しいコメントを発して  
いる。 （注15）このよう別犬況から見ると，海  




















































































いえるのかもしれない。   
事故後．トヨタのHP（ホームページ）で  











































ント委員会といった組織の設置だけでは問題   



























本稿は，札幌大学経営学部附属産業経営研   
究所の2009年度の研究補助金による研究成   
果の一部である。記して感謝する次第であ   
る。   
（注および引用文献・URL）  
1．仲田正機・稲村毅・山下高之・笹川儀三  












8．同上書 284頁。  
9．http：WWW．nikkei．com2011．7．10  
10．http：／／panasonicTdenko．co．jp／hot－Carpet  











toyota－fines－for－delayed－reCall   
（リコール問題違反に対して一番大きな民  
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